
 

かしばの道再発見～香芝の道標と近世主要街道～ 

 

香芝市の誕生と交通網の発展 
奈良盆地の北西部、北の信貴・生駒山系から南の葛城・金剛山系へ美しい青垣山が連なって

いる。その中央部、奈良県と大阪府が境を接する二上山麓に香芝市が位置している。明治２２年

（１８８９）３月、町村制施行により、葛下郡に五位堂村、二上村、下田村、志都美村がそれぞれ成

立し、同３０年（１８９７）には、葛下郡と広瀬郡が合併して北葛城郡となった。昭和３１年（１９５６）４

月には、４ヶ村が合併し、４ヶ村と當麻町（当時）加守を加えた組合立「香芝中学校」の「香芝」をと

って北葛城郡香芝町が成立した。平成３年１０月には、県下１０番目、全国６６０番目の市として、

香芝市が誕生した。伝統産業を継承しつつ、大阪の都市圏に隣接する地理的条件からベッドタウ

ン都市として急速に発展してきた。 

香芝市は古より東西交通の要衝として二上山麓の諸峠を越えて河内方面と結ばれ、鉄道敷設

以前は、長谷・伊勢、當麻・吉野・大峯などへの参拝を目的とした社寺詣での道として、また、なだ

らかな峠を越えて物資の輸送が頻繁となって、大和と河内を結ぶ産業道路として大いに利用され

た。東西の交通路として、伊勢街道・田原本街道・堺街道があり、南北道は宗教色が強いが、長

尾街道・當麻道・狐井街道・太子道があった。 

これらの諸道は江戸～明治時代にかけて大いに利用され、今に残る道標は古い道筋と道路の

重要性を示していて、街道のはたした役割を物語っている。 

明治以降になると、次第に道路改修が行われ、国道や県道などに順次指定されていった。戦

後、伊勢街道に沿って国道１６５号線が指定され、當麻道は大幅に拡張され、主要県道大和高

田・王寺線となり、長尾街道の一部は主要県道御所・香芝線となった。さらに昭和４４年（１９６９）３

月、西名阪自動車道が開通し、香芝インターチェンジが設けられ、大阪方面への交通の便はよく

なった。また鉄道については、現在、近鉄線５駅、ＪＲ線３駅があり、他の町と比べても非常に充実

している。明治２４年（１８９１）に大阪鉄道（現、ＪＲ）が王寺～高田間を敷設すると同時に下田駅を

開設し、さらに高田～五條間、高田～桜井間を開通させた。昭和２年（１９２７）には、大阪電気軌

道株式会社（現、近鉄）が五位堂、大軌下田、二上、関屋の各駅を、昭和４年（１９２９）には、二上

山駅を開業した。これによって、香芝は鉄道においても交通至便な地となっていった。 

 

古代交通の要衝・香芝 
香芝市は古代から大和と河内を結ぶ交通の要衝として発展してきた。河内から二上山麓を越

えて大和の横大路に接続する道は、南から平石峠・竹内峠・岩屋峠・穴虫峠・田尻峠・関屋峠の諸

峠が存在する。記紀にみえる大和の西の要である「大坂」は、穴虫峠に当てる説が有力である。

『日本書紀』崇神９年３月の条に、「赤盾八枚・赤矛八竿を以て、墨坂神を祀れ。亦黒盾八枚・黒矛

八竿を以て、大坂神を祀れ」とある。墨坂神は墨坂神社（宇陀市）、大坂神は大坂山口神社（香芝

市）に比定され、両社は古代大和における東西の重要な峠を守護していることがわかる。 

また、『万葉集』巻１０に、「大坂をわが越え来れば二上に黄葉流る時雨ふりつつ」（２１８５）と詠

まれた古代大坂越えの道について、記紀には戦乱のたびに記事がみえる。『日本書紀』崇神１０

年９月２７日条の武埴安彦と妻吾田媛の謀反の記事では、「…武埴安彦と妻吾田媛と、謀反逆け

むとして、師を興して怱に至る。各道を分りて、夫は山背より、婦は大坂より、共に入りて帝京を襲

はむとす。時に天皇、五十狭芹彦命を遣して、吾田媛の師を撃たしむ。則ち大坂に遮りて、皆大き

に破りつ。…」とある。また、『古事記』履中段の墨江中王の反逆の記事では、天皇が難波宮から

倭へ脱出する際、「波迩賦坂に到りて、難波宮を望み見たまへば、その火なほ炳くもえたり。（中

略）大坂の山口に到り幸でましし時、一りの女人に遇ひたまひき。其の女人の白しけらく、「兵を持

てる人等、多に茲の山を塞たり。當岐麻道より廻りて越え幸でますべし。」とまをしき。」とある。ま

た、『日本書紀』天武元年７月条の壬申の乱の記事では、「…三百の軍士を率て、龍田に距かしむ。

往佐味田君少麻呂を遣して、数百人を率て、大坂に屯ましむ。鴨君蝦夷を遣して、数百人を率て、

石手道を守らしむ。」とみえ、「近江の軍、大坂道より至ると聞きて、将軍軍を引きて西に如く。當

麻の衢に到りて、壱伎史韓国が軍と、葦池の側に戦う。」とある。また、同８年１１月条に、「初めて

関を龍田山・大坂山に置く。仍りて難波に羅城を築く。」とあり、大坂の地が交通の要衝として強く

意識されていたことがわかる。 
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凡例 

 

１． ホームページ版の道標と分布地図の番号は統一しています。なお、分布地図では街道との関係がわかるように移 

動された道標には、元の場所に印があります（一部推定）。 

２． 本文中の道標銘に（東）（西）（南）（北）を表記していますが、これは現在の道標が面している方向です。移動し 

たもの、その可能性があるものには記していません。また、法量は地上から上端までとし、（□×□×□）は（高×幅 

×奥行）で単位はすべて（㎝）です。 

３． 銘文は極力原文を尊重していますが、異体字は読み易いように改めたものがあります。また、□□□で表示して 

いる部分は欠失・土中埋没などにより判読できないことを表しています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

志都美地区 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

下田地区 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

五位堂地区 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


